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O．はじめに

　現代ドイツ語において事実上，使役のIassen，及び直接知覚を表すsehen

とh6renの補文にのみ可能な不定詞付き対格構文（例1erlieB　m肋α伽加n；

ich　sah／h6rte流πs加8eπ）は，その限られた分布にもかかわらず，いまだ議

論の絶えない，それだけに興味深い，ドイツ語文法の研究対象である。

　この構文のうち1assenの下に現れるものに関しては，すでにMannheimer

Korpus1（URL1httpl／／corpora．ids－mannheim．de／川。osmas／）を用いて事

例調査を行い，その結果を報告した。’〕本稿では，知覚動詞のsehenとh6ren

の下での不定詞付き対格構文の現れ方について，同じコーパスを対象にした調

査の結果を報告する。知覚動詞は，1assenとは異なり，補文を不定詞付き対

格構文で取るほか，定形の副文や名詞化された不定詞，過去分詞構文による補

足も許す。そこで，まず知覚動詞下の不定詞補文をIaSSen下のそれと対比し

ながら概観したのち，競合する他の形式との対照を行う。

1．不定詞補文概観

不定詞補文は，知覚動詞の下ではさほど頻繁に現れない。1assenの場合，

1）拙論「現代ドイツ語における不定詞付き対格構文：1aSSen下の事例に関するコーパ

ス調査」『愛媛大学法文学部論集人文学科繍』第11号，2001年，219－248頁。

一183一



藤　　縄　　康　　私

事例の大半が不定詞補文であったが，sehenの場合，同補文は，全事例約2500

例のうちの235例，hδrenの場合，約850例のうちの132例に留まる。また，

1assen下の不定詞には自動詞と他動詞がほぼ半々に分布していたが，sehenの

下では，209例が自動詞，26例が他動詞，またh6renの下では，108例が自動

詞，24例が他動詞という具合に，いずれも自動詞の事例が圧倒的大多数を占め

ている。！）

　こうした1aSSenの事例との対比を念頭に，知覚動詞下の不定詞補文の観察

も，ひとまず1aSSen下の不定詞補文を調査したときと同じ観点に立って行っ

た。すなわち，以下の4つの統語的特色を確認した：不定詞の諭理的主語の表

示形態，不定詞補文に現れる再帰代名詞の分布，不定詞補文に現れる関係詞の

分布，不定詞補文並列時の共通項の取扱い。

　1，1　不定詞の論理的主語の表示形態

　知覚動詞の下では，不定詞の論理的主語はたいてい対格で示されるものの，

細部においては不定詞の自・他の別に左右される。

　1．1．1不定詞が自動詞の場合

　不定詞に自動詞が立つ場合，sehenの下では，全209事例のすべてで，その

論理的主語は対格で示されていた：ヨ〕

（ユ）　［．．．］und［ich］sah〃eηr加材e　in　der　StraBenbahn8北zεη，［．．．］

12〕　Oskar　hatte8e加em㎜就㎜α8〃。尻eπγαfer　noch　nie　s08cんω比2eηsehen，

　［．．．］

（3）　der　Inspektor　sah幽π♂oρμ肌勿れg色πZ舳施〃eπum　die　Kuhherde

2）自動詞と他動詞を区別する基準については，駆出の拙論注2を参照。

3）例示中の斜体字と太字の表示，および角括弧で囲んだ記述は藤縄によるが，文頭の

小文字表記はコーパスに由来す乱なお，出典は，紙幅の都合で表示しなかっ㍍必

要の場合は，O．節に挙げたホームページを参照されたい。
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　　加ぬen，［．．．］

（4）　Nietzsche　sah8ej〃e　Ze批Ze妃eηan　einem　Zuvie1an　wissenschaf七1ich

　erinnerter　Vergangenheit　und　forderte　das　produktive　Vergessen．

15）nur　ganz　se1ten，wenn　sie　direkt　vor　die　Some　tritt，kann　man曲aユs

　kIeinen　schwarzen　Punkt　uber　die　Sonnenscheibe　Zαψeηsehen．

（6〕　hab－ich　dたんnich七schon　ein　paarma1hier危er〃η8かεuηeπsehen，du？

　h6renの下でも，自動詞の論理的主語は対格による表示が大勢を占め孔全

都で108ある自動詞の事例のうち，対格の事例が95例に上る

（7〕　h6ren　sie碗e刀加r　in　ihren　Leibern為砒〃em？

18）so　h6re　ich　ganz　dicht　bei　unserer　Hutte〃e工δωeπろr絶〃eη．

（9〕　ich　hdrte　eゴme工’oκoπ一〇批リe　n身her為。肌meη．

（1O）ich　h6rte泌πdie　ganze　Zeit廿ber［．．1コda　oben　im　Sch1afzimmerん鵬亡eη，

　　［．．］

（n）sc加θ圭eπh6rte　man　mπ；doch［．．．］

確かに，残りの13例においては，自動詞の論理的主語は表示されていない：

l12〕

（13）

ω

（15）

　　er　hatte　davon　nur　redeηh6ren．

　［．．．］und［wir］hdren　von　uns　er2肋Zeη，a1s　ob　es　sich　um　einen　Fremden

hande1n　wurde，［．．．］

　　［．．1］er　konnte　s±ηgeηh6ren．

　da　h6rt－ich　ge｛9eπ，ρゾeぴεη．．．

しかし，l12）と（13）の2例では，当該の自動詞は，対格ではないが目的語（davon；

von　uns）を支配している。また，ωや口5）のような，目的語の類をまったく取

らない完全な自動詞の例は，生起数の上では確かにu例と多いように見えるも
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のの，これは（蜆が度重なって引用されていたためであり，実質的にはそれほど

頻繁ではない。しかも，連用修飾を伴わないこうした不定詞は，名詞化された

不定詞である可能性が高い（2．2節参照）。

　1．1．2　不定詞が他動詞の場合

　不定詞が他動詞の場合でも，基本的には，対格優位が認められる。sehenの

下では，26の他動詞の事例すべてで，論理的主語の表示は対格であった：

㈹　　der　Konfuzianer　sieht〃e8eπ∫Gδπmεリsein　Garten1and6eωδs8em，

　indem［、．．］

（17）　ich　sah　j尻πeinen　Radiergummi為αωeπ．

もっとも，他のコーパスには，sehenの下で不定詞の論理的主語が表示されな

い事例もあるとのことである：

l18）Einst［．．1］sah　er　am　Nachbarnhause　F査sser，Kisten　und　Bunde1in　eine

　k1eine　Britschka　Zα∂eπ．』〕

　また，hdrenの下でも，不定詞に他動詞が立つ事例，全24例中20例において，

論理的主語の表示は対格であった：

⑲　auch　hdrte　ich〃αr‘αim　Lysol　schwimmende　Worte∫肱亡e用：［．．．コ

幅①　was　antworten　wir　Friedrich　dem　GroBen，wenn　wir肋ηseine

　zur廿。kweichenden　So1datenαπm∫εηh6ren＝“Kerls，wo11いhr　das　ewige

　Leben　haben？”

4）Gise1a　Zifonun／Ludger　Hoffmam／Bruno　Streoker：Grammatik　der　deutschen

Sprache，Berhn　u．New　York；de　Gruyterユ997，S．ユ4ユ5．
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しかし，残りの4例は，論理的主語の表示を欠いていた。その際，不定詞に立

っ他動詞が，もっぱら邑uBernやSagenなど，発言を導く動詞であったのも

興味深い：

⑫1）［．．．］uber　das　Training　der　Radrennfahrer　h6rte　Karsch　a11gemein　die

　Meinungδ泌e用：［．．．］

⑳　［．．．］in　der　Tat，mehr　a1s　einma1habe　ich　diese　Worte　als　ubertrieben

　亡αd召～πh6ren．

　なお，1assenの下では不定詞が他動詞の場合，論理的主語はvonやdurch

による前置詞句でも現れたが，sehenやh6renの下にそれが現れる事例は，

Mannheimer　Korpus1には見られなかった。ただし，別のコーバスには，そ

うした事例もあることが報告されている：

⑫3〕　［er］9enoB，［．．．］sich　ooπj尻πe〃r砒∫e兀zu　h6ren，［．．．］　E）

㈱はh6ren下の事例であるが，sehenの下でも同様の事例があるのかどうか

は分からない。ただ，いずれにしても，前置詞句による論理的主語の表示が可

能なのは，当該の不定詞が他動詞である場合に限られるようである。

　1．2　不定詞補文に現れる再帰代名詞の分布

1aSSen下同様，知覚動詞下においても，不定詞補文内に現れる再帰代名詞

は，Gゆや鯛のような不定詞の論理的主語を先行詞とするものばかりではない：

⑫Φ　im　Park，zum　Rhein　hin，sah　ich　vor　den　Trauerweiden　die

　ScMeBscheiben　in　GroBvaters　SchieBstand　sic尻6eω昭舳．

5）Ibid．
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㈱　und　a1s　ich　in　den　F1ur　trat，hδrte　ich　Anna　in　der　K廿。heユeiseリ。r　s北ん

　ん1ηSC〃mρ伽．

こうした事例（sehen下で4例，h6ren下で1例）のほか，上位文主語を先行

詞とする再帰代名詞の事例も，sehenの下で13例，hdrenの下で7例見つかる。

　このうち，sehen下の7例，hδren下の3例において，再帰代名詞は不定詞

に立つ自動詞の論理的主語に相当する：

⑫⑤　ich　steute　mir　meine　Audienz　beim　Papst　so　genau　vor，sah㎜北尻da

　為加εη［．．．］

⑫η　Oskar　sieht8此尻wie　ein　echter　Drei泊hriger　mit　einem　Gummiba11

　sがez帥，［．．．］

e劃　［．．．コich　hdrte〃一此乃selber　scんreieη［．．．］

　一方，不定詞が他動詞の場合，再帰代名詞はその論理的主語としても，論理

的目的語としても現れなかった。ただし，別のコーパスでは，hδren下の他動

詞の論理的目的語にそうした再帰代名詞が立っ事例が確認されている：

⑫9　［erコ9enoB，［．．．コ8此κvon　ihnen　r砒∫eπzu　hδren，［．．．コ（＝e3）

　なお，対格以外の斜格要素としては，sehenの下で6例，h6renの下で4例，

同様の再帰代名詞を確認できれいずれの事例でも不定詞は自動詞である：

13⑪　［．．．］und　die　Leute　aus　dem　F1ach1and［．．．コsahen　jetzt　die　ganze，das　Ta1

　umgebende　Bergkette　im　hel！en　Mond1icht　Uor8jc〃圭egθη．

θ1）　die　Burg1sah　den　Jugendge1iebtenα砒／8此んz砒為。mm舳und［、．．コ

｛鋤　　［．．．］da　h6rt　er’sん加古er　sた尻為e砒。んeη．

㈱　［．．．］und［wir］hdrenリ。παπs　er2肋Z例，a1s　ob　es　sich　um　einen　Fremden
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hande1n　wurde，［．．．］（＝（16））

　1．3　不定詞補文に現れる関係詞の分布

　関係詞が知覚動詞の不定詞補文に現れる事例は，Mamheimer　Korpus1で

は極めて少ない。sehenの下で自動詞の論理的主語に関係詞の現れる事例が1

つ（馳参照）と他動詞の論理的主語（または，その一部）に現れる事例が3っ

（鯛～（3η参照），及びh6renの下で自動詞に対する斜格要素として現れる事例

が2っ（㈱と㈱参照）確認されたのみである：

θゆ　ich　erkannte　sofort　eine　der　Zarent6chter，d加ich　immer　im　Garten　des

　Ipatjew－Hauses　hatte　sがεZeπsehen．

鯛　so　komte　mir　Jan　Bronski，此πich　ja　oft　genug　das　Fleisch　meiner

　armen　Mama　hatte6εαrろε伽πsehen，so　gut　wie　nichts　beibringen、

㈱　［．．．］beim　Anb1ick［．．．］seiner　hem1ichen　Brust，〃e　ich　in　Jammer　und

　Begeisterung　unter　dem　Trikot　sichα6ze土。んπeηsah？

eの　von　dem　ersten　Patienten　an［．．．コbis　zu　dem1etzten　Patienten，此s82π

　Je池θπ♂e　See此er　ihr　gebrechliches　bio1ogisches　Geh査use　UθrZα8s舳sieht，

　［．．．］

㈱　　［．．．］und　was　manche　Kritiker　“diese　nachdenkIiche，kritische

　正ieiterkeit”nannten，“〃π施r伽r　man　das　Herz8c〃αgen　h6rt”，［．．．］

㈱　es　entstand　eine　Pause，加伽rman　mr　Monika　Si1vs肋8土e加h6rte，［．．．］

　1．4　不定詞補文並列時の共通項の取扱い

　不定詞補文並列時の共通項の取扱いについても，Mannheimer　Korpus／か

らは多くのデータは得られなかった。

　ひとつには，共通項が自動詞の論理的主語に相当する事例が，sehenの下で

13例（ω～⑳に抜粋），h6renの下で3例（㈱～鯛参照）確認された：
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（40）ich　sah此ηJωπg2皿noch　uber　den　Bahnhofsvorplatz　ge加η，1angsam，

　　dann　im　Bahnhof　Uer8cんω｛〃舳，［．．．］

ω　　ich　habe　noch　oft，uber　ein　Jahr　lang　Ge1egenheit　gehabt，曲〃

　■4πσeκエαgτeπろe亡επund亡rommeZπzu　sehen，［．．．］

142）［．．．］denn　es　gibt　mancher1ei　zu　graben　in　einem　Raum，der［．．．コviele

　　γδJκersc尻ακeπ〃πd　K砒此〃rεπ為。肌アηeηund　gεんθηsah，［．．．コ

（43）　ich　h6rte　jんπ為eαcんeη，an　seiner　Zigarette　z土eんθη．

くω　　［．．．］　so　daB　er　aus　den　Innenhδfen　dje　㎜αc尻η一αππsc尻ακe〃　fahrig

　　8cんrθ｛eηh6rte　und　Uorαπ為πオρρθZη：ユ。cker！los！

｛45）　Ramsch　h6rt励2ル脆ππer　durch　den　F1ur　geんηund　auf　den　Boden

　　S亡e19επ．

　　そのほか，共通項が一方の自動詞の論理的主語と他方の他動詞の論理的主語

に相当する事例が，sehenの下で5例（（46ト㈱に抜粋），h6renの下で1例

（（49）参照）確認された：

㈹　sie　sahen　mi肋schon　mit　Stuuen　und　Henke1mann　im　Morgengrauen

　　i08油加π，eine　KuBhand　zu　Maries　Zimmer航ηαα∫ωeげeη，［．．．］

（躰　die　Burg1sah伽η0α就vor　dem　Hause　s亡e加πund　das　sch6ngemalte

　　Schi1d　s加励θr舳，das　uber　dem　Eingang　hing．

（48〕　sie　wo11en　das　ganze　Jahr　satt　werden　un（1流re　K加曲r　groβωerdeη

　　und　etwas　Zem例，nicht　sie　sterben　sehen．

（49）　8ω伽几h6rte　ich地rbe材，Gott，Marx　und　Engelsαηrψηund

　　ぴ耐z砒。加几．

　　しかし，共通項に他動詞の論理的目的語が関与する事例は見つからなかった。

訳あってのことなのか，それとも，単なる偶然なのかは定かでない。
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2．他の形式との対照

　次いで，不定詞補文と競合する，他の補足語形式に目を向ける。具体的には

定形の補文のうちのWie文，名詞化された不定詞，及び過去分詞構文である。

　2．1　wie文との対照

　知覚動詞のsehenとhdrenの下には，定形の補文として，定形動詞第2位

文（ω参照），daB文（61）参照），ob文（働参照），w文（協参照），及びwie

文（6Φ参照）が可能である：

6⑪　a．Fischer　Anken　sah，砺e　We材er　s亡α几幽η加。ん亡g砒．

　　b．aug－enbユickhch　bekommt　man　von　den　Europ身ern　in　むbersee

　　　miBmutig　zu　h6ren，εsんδ材εノαdocんα〃θ8為e土πεηS加ηmεん（［．．．］

61）　a．［．．．］und　ich　sah，dα8s｛e亡α亡sδcんZ圭。んωθ加古θ、

　　b．ich　h6rte，dα一θs圭e｛ηd圭θK泣。んe　g圭n9，［．．．］

働　a．ich　werde　sehen，oろicん∂eηア〃η冶〃αgeηηocゐerωi8cん4一［．．．コ

　　b．die　Idee，Klinke　anzurufen，um　zu　hdren，o6esεωαs　Me鵬s　gαあ，［．．．］

㈱　a．das　w査re　nur　mδg1ich　a！s　Versuch，zu　sehen，洲eω召批mαηdα伽rcん

　　　舳r6召8s肌ηWα伽加1亡gelαηg亡．

　　b．aユs　Anngret　hδrte，ωeJc加ηBe8c加”der8δ8em〃Zerαθ8曜θbe几

　　　んα枕ε，［、．．］

（5ゆ　a．der　Inhaber　des　Gesch射tes［．．．コsieht　am　anderen　Tag，ω土e　se加

　　　ム助r互1ηgHαηdSCん砒加亡rδg亡，肋｛mSC危α砒伽8亡erge’egθnんα榊兀．

　　b．ich　h6rte，ωえe　er∂eηHδrerα〃！deη71王scんZεg亡らd砒rcん8Z土ηユηユergfη＆

　　　［．．．］

このうちWie文は，Wieが「いかに，どうやって，どれくらい」などの疑問の
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意味を表さないものであり，W文とは明らかに区別される。そして，こうし

たWie文こそ，不定詞補文と意味上等価なものである。Oそこで，不定詞補文

との対照のため，Wie文内の統語的特色を確かめた。

　　まず，wie文内における自動詞と他動詞の分布を確かめると，sehen下の

wie文では，29例が自動詞（㈲と伍⑤に抜粋），51例が他動詞（師と（58）に抜粋）

であった

（55）　［．．．］ich　sah，wie　das　Fahrgesten1angsamα砒s8cんω召η肋e，［．．．コ

（56）einer　der　WiIdpf1eger　hat　eines　Tages　gesehen，wie　ein　Leopard　einer

　　Warzenschwein－Mama　mit　einem　Kindηαc〃eゾ．

（帥　［、．．］ich　sah，wie　sie　ein　G1as　eingemachtes　Apfelmus　aus　dem　Rega／

　　ηαんm，das　G1as　noch　einma1α68e亡劾e，［．．．］

（58）Mama［．．．コsah　geraψnoch，wie　mich　Herr　Bebra　auf　die　Stirn為枷亡e，

　　［．．．コ

また，h6ren下のwie文では，自動詞！5例（働と㈹に抜粋）に対し，他動詞は

17例一（（61）と（62）に抜粋）であった

㈱

㈹

（61）

（62〕

　ich　hatte　die　Sch1ange　nicht　gesehen，nur　gehδrt，wie　Sabeth8c伽まε．

　　［、．．］und　mit　banger　Sorge　h6rte　er，wie　ihre　Z昼hne　vor　Frost

物〃er亡例．

　wir　h6rten，wie　er　seine　Schuheα〃8zog，auf　den　Bodenωαアフ，［．．、］

　　sie　stehen　zu路nig　an　einer　StraBenecke　und　h6ren　gerade，wie　auf　der

anderen　Seite　ein　Mann　eine　Schaufens1二erscheibeε杭scん脆g亡、

6）　Hein呂Vater＝“W｛e－S飢ze”，in＝Grammatik；Akten　des！O．Lingui昌tischen

Kouoquiums　T舳ngen1975，hrsg．v．K．Braunmu11er／W．Kurschner，Bd．2，Tせ一

bingen：Niemeyer1976，S．209－222．
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不定詞補文で自動詞の生起が圧倒的だったのに比べると，Wie文に生起する自

動詞と他動詞は，いずれの動詞の下でも均等な分布を示していると言えるだろ

う。

　次いで，Wie文内に現れる再帰代名詞（相互代名詞も含む）の振舞いと分布

を見ると，対格の再帰代名詞がwie文内の主語を先行詞とする事例が，sehen

の下では㈹や（船など13例，h6renの下では㈱のみ1例，確かめられる1

㈹　⊂．．．］a1s　er　sieht，wie　ich　m売尻mit　einer　a玉ten　K五inge　rasiere，［、．．］

○ゆ　a1s　der　Isabe1！a〔lie　Kurve　durchfahren　hatte，sah　Bernie　mit　En七setzen，

　wie　Motormd　samt　Fa．hrer8た尻p16tz！ich［．．．］廿bersch1ugen．

㈱　［．．．コund　ich　h6rte　noch　einige　Schritte1an9，wie8此尻Viktor　tastend

　un〔l　einen　Nebe1tei！end　auf　die　F1ucht　machte．

また，対格以外の斜格に立っ再帰代名詞でも，先行詞はWie文内の主語であ

る。sehen下のwie文で，自動詞に対する斜格として，㈹の1例，他動詞に対

する斜格として，㈹などの4例が確かめられた：

㈹　da　sah　ich，wie　meine　E1tem1ache1ten　undε加απ伽r　zunickten［．．．］

旧⑦　wenn　man　sieht，wie　s此κzum　Beispie1die　ita1ienischen　Kampfrichter

　und　der　Rum肚e　die　B舳e　zuspie1en，［．．．］

　結局，Wie文内の再帰代名詞が先行詞をWie文の外に持っこ・とはなかった。

ちなみに不定詞補文では，不定詞が自動詞の場合，その論理的主語に再帰代名

詞が立ち，これが上位文主語を先行詞とする事例が散見されたが（1．2参照），

これと等価の機能は，Wie文では人称代名詞が担うであろうと考えられる。し

かし，Mannheimer　Korpus1を見る限り，そうした人称代名詞の例は，不定

詞が自動詞の場合にも，他動詞の場合にも現れないのである。

　最後に，Wie文では，不定詞補文には見られない，受動態が可能である：
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㈱　sie　woユ1te　in　einem　Caf6gesehen　haben，wie　einem　ande＋en　Kurgast　von

　　der　Ke1工nerin　ein　Hundertmarkschein　aus　der　Seitentasche8舳。m肌eπ

　　ω〃de．

（69　dieser　hat　gesehen，wie　einer　Katze　ein　Zahn　ge20geπω〃∂θ，und

　　probiert　es　nun　mit　der　Zange、

（70）［．．．コund　ich　hdrte，wie　gegen　die　T廿r　der　Te1efonzeue　gεωms亡ω〃加．

㈹　entsch昼digt　werden　muB　aber　der　Mann，der　geh6rt　hat，wie　die

　　Sch吐ufensterscheibe　e加gesc〃αg召肌ωαrd召，und　dann　g1eich　von　der　Po1izei

　　unr㏄htm独igerweise　mitgenommen　wurde．

sehenの下では，（68）と（69〕において2っ，h6renの下でも，㈹と（71）において2っ，

受動態の事例が見つかった。

　　2．2　名詞化された不定詞との対照

　　sehenも，h6renも，補文をなす（つまり，動詞としての）不定詞のほか，

名詞化された不定詞も許す。sehenの下では，σ2ト（7ゆなど12例，h6renの下で

は，㈲～（7割など39例が確認されたが，いずれも自動詞の名詞化である

（72　sie　sah　me土ηW｛η為eη，g工aube　ich．

㈹　der　Mensch　sieht　mit　seiner　Vemunf㍑α8λ砒s6Ze伽“まηer　r｛c肋ge几，

　　舳肌Msc〃泌舳6r仇g例dε兀W〃εf洲。砒砒πg．

（7④　［．．．コ。b　er　e加8加為eπzu　sehen　meint　oder　se1bst　in　dieses　Sinken　ger批．

σ5）　ich　stand　und　h6rte　nur　jんr8c〃砒。ん乏eη，［．．．コ

（76）　［．．．］da　h6ren　wir　schon　wiederθαZoρがerεπ，［．．．］

m　der　vern廿nftige　Staatsmam　wird　die　Methoden　finden，mit　ihnen　so　zu

　　sprechen，daB励e8es　Sρrec加ηvon　ihnen　geh6rt　wird．

㈱　　als　er　die　Ba1kontur［．．．コ6ffnen　wo11te，fie1ihm　auf，daB　dα8

　　6ωηm肋ge〃e月δc加肋nicht　mehr　zu　h6ren　war．
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その際，不定詞の論理的主語は，所有代名詞（⑫や㈲を参照）または属格の名

詞（㈹を参照）で示されることもあるが，示されないことも珍しくない。その

背景には，論理的主語にあたる対象がすでに直前の文脈で挙げられているとい

う事情のほか（σ⑦を参照），そもそも，そのような対象を特定できないという

事情が指摘できる（㈹や㈹，㈱を参照）。自動詞の分布が圧倒的であるという

点では，確かに，名詞化された不定詞は，補文をなす不定詞と共通するものの，

そうした自動詞の論理的主語の表示が任意であるという点では大いに異なる。

さらに，㈹や㈱のように，上位文の態次第で主語にもなり得るという点でも，

名詞化された不定詞は，補文の不定詞とは一線を画すと思われる。

　2．3　過去分詞構文との対照

㈹～侶切のように，対格の名詞句と過去分詞によって形成される過去分詞構文

は，sehenの下にのみ見られる：

㈹　immer　wieder　sieht　erλ航。ηs為王ε±m　Fω8亡，θ加εe｛8為α腕Fα砒8亡gegen

　die　Wetterwolken　erん。6例．

侶⑰　immerhin　sah　Papen8icんge2ω砒祀g舳，die　Stenung　der　Parteien　zu

　erkunden；［．．．コ

制〕［．．．］die　merkwurdige　Situation［．，．］，vor　die　der　Physiker8｛cパn　der

　Atomphysik　gε8亡e胱sah．

魍　a！s　Tassi！o　s｛cんvon　seinen　Getreuen　Uεriα88eπsah，［．．、］kapitu1ierte　er．

183）als　der　Tag　graute，sahen　die　Wachen伽ムαgθr　von　beutehungrigen

　Friesen　ums亡e〃亡．

㈱　da　der　Vermieter　durch　Ihre　MaBnahme　se圭ηHαα8g功加伽sieht，［．．．］

これは，目的語にalsなしで述語内容語を続ける概〕や㈱のような用法が，

sehenにあって，h6renにないことと呼応しているように思われる：
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儘5〕［一。．］一immer　sah　mah”πg〃。舳。んund測∫r｛e由兀，［．．．］

㈱　［．．．コdie　SPD　sehe8肋nicht加加rZαge，dem　Hausha1tssicherungsgesetz

　ZuZuStimmen．

もっとも，過去分詞構文をまったくこうした用法に還元するのは，動作梢上の

理由から困難かもしれない。例えば喀／）では，VOrが対格支配であることから，

過去分詞構文はすでに完了した動作（der　Physikerωαr　vor　die　merkwurdige

Situation　geste11tωord例）を表・していると考えられるが，㈱や㈱のような

述語内容語が表すのは，現に継続中の状態である。

　さて，過去分詞構文の事例は，コーバス中に107例見つかった。このほとん

どすべてにあたる101の事例において，過去分詞は，㈹～6ゆに示したような他

動詞であった。その際，論理的主語は，㈹～馳など，81例では表示されていな

かったが，魍や㈱など16例ではvonによって，㈱など4例ではdurchによっ

て示されていた。また，他動詞の論理的目的語には，喀⑪～㈱のように，sehen

の主語を先行詞とする再帰代名詞も立ち得る。そうした事例は，全部で59例に

上った。

　一方，過去分詞に自動詞が現れる事例としては，幅5ト帽のなど，全部で6例が

確認された。いずれの自動詞も，意味論的に有界（telic）で，完了時制の形成

にSeinを用いる類のものであった：

（85）　K1epp［．．．］sorgte　sich　jedesma1，wenn　er　Os冶αr　so　zur　H身1fte　in

　Gedanken　U召r舳η加πsah．

㈱　er　sah8εまηe8ω〃εge為。mmη，a1s　nach　dem　Tod　Marte11s　im　Jahre741

　［、．．］die　V61kerschaften　sich　wieder　gegen　die　fr査nkische　Macht　erhoben．

帽の　er　sah8e加∫～ψormωer為gef身hrdet，ja，fast　schon2θrroππεη．

なお，㈱は，自動詞zerrinnenの過去分詞zerronnenが他動詞gef査hrdenの

過去分詞gef邑hrdetと並列に立ち，自ら見れば論理的主語，gef昼hrdetから見

一196一



現代ドイツ語における不定詞付き対格構文

れば論理的目的語にあたる項sein　Reformwerkを詳述している例である。

　sehenの下の過去分詞構文は，過去分詞という動詞の形態とvonまたは

durch・による論理的主語の表示可能性から，不定詞補文の能動態に対する受動

態と見なされることもあるが，7〕少数ながらも，こうした自動詞の事例が存在

することを考慮に入れると，両者の交替関係を特徴づけるのは，態の対立では

ないと思われ飢む・しろ，動作相の点で，結果相を示す過去分詞構文が，無標

の不定詞付き対格構文と対立すると見るほうが妥当ではないだろうか。

3．まとめ

　最後に．，以上の調査から明らかになった，知覚動詞下の不定詞付き対格構文

の特色をまとめる：

①不定詞付き対格構文は，sehenの下でも，h6renの下でも，他動詞より自動

　詞によって形成される事例が圧倒的に多い。

②1aSSen下の不定詞付き対格構文では，他動詞の論理的主語が，自動詞の論

　理的主語や他動詞の論理的目的語とは明確に一線を画ず統語的振舞いを見せ

　ていたが，知覚動詞下の同構文での他動詞の論理的主語の振舞いは，それほ

　どは際立っていない。とはいえ，他動詞の論理的主語のみが前置詞句で表示

　され得ることや，再帰代名詞では現れないことなど，1assen下の不定詞付

　き対格構文に該当した性質は，ある程度，知覚動詞下の同構文にも該当す乱

③不定詞付き対格構文は，意味論的にはWie文と等価であるが，統語論的に

　はほとんど共通しない。Wie文では，他動詞の生起も自動詞並みか，それ以

　上であるし，埋込み文の主語を先行詞とする再帰代名詞や態の変更など，不

　定詞付き対格構文では珍しい，ないし不可能であった現象も，しばしば見ら

7）　例えば，　GuntherGrewendorf：“Ref工exivierungindeutschenA．c．I．一

Konstruktionen　－Kein　transformationsgrammatisohes　Di1emma　mehr’’，in：

Groninger　Arbeiten　zur　Germanistischen　Linguistik23／1983，S．120－196．
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　れる。

④不定詞付き対格構文は，名詞化された不定詞とは，自動詞・他動詞の分布割

　合で似ているが，項の表示義務では根本的に異なる。名詞化された不定詞で

　は論理的主語（実質的には自動詞のそれ）の表示は任意であるが，不定詞付

　き対格構文では必須である。

⑤過去分詞構文は，自動詞の論理的主語または他動詞の論理的目的語を対格で

　示し，上位文主語を先行詞とする再帰代名詞を許すが，これと不定詞付き対

　格構文とは，態の相違ではなく，動作相の相違によって関連づけられる。

　この結果に鑑みると，不定詞付き対格構文の理論化にあたっては，一連の構

文的特徴を無理なく捉える構造分析はもとより，それを踏まえて自動詞・他動

詞の分布上の偏りや動作相との関連性を説明できることが求められるであろ㌔
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